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もみじの秋、到来！ 

今年の夏も暑かったですね。８月のもみじは夏休みでした。皆さん、リフレッシュ

できましたか？  

７月下旬からパリオリンピックが開催され、大勢のアスリートが大活躍しました。

夜遅くまで、あるいはいつもより早起きして試合を見て寝不足な日々を過ごした

人もいるのではないでしょうか？ ところが、引き続き開催されたパラリンピックの

放送はビックルするほど少なく、速報や TV ニュース番組や新聞で結果がわかる

程度でした。とても不思議です。パラリンピックもオリンピック同様に応援できるよ

うに、選手の活躍が見られるようにと切に願っています。そして来年には「東京２０

２５デフリンピック」が開催されます。こちらはどうでしょうか？ デフアスリートの活

躍をぜひ見たいと思っています。みんなで応援しましょう♪ 

９月２３日は国連で定めた「手話言語の国際デー」。本年のテーマは「手話言

語の権利を主張しよう！」です。この日はブルーライトアップが全国で行われます。

東京都庁でもイベントを開催予定です。当日の様子は「手話言語の国際デーと

デフリンピック応援ｄａｙ2024」というタイトルで YouTubeで配信されます。ぜひ

ご覧ください。  

９月からのもみじは充実の企画が盛りだくさんです。お楽しみに～。 

（五十嵐 陽子） 

 

 

 

 

 

 

 

もみじ通信 
２０２4年 9月 21日発行 

メールマガジン第 42号 

手話サークルもみじ役員会 

2024年 9・10月の予定 お問い合わせ shuwamomiji30@yahoo.co.jp 

9月 26日（木）映画鑑賞会 

（詳細は右の通り） 

10月 3日（木）お休み 

10月 10日（木）10時半～12時 

かがやきサポートセンター 

10月 17日（木）10時～11時半 

『聴覚障害者活動と制度』 

福祉センター2階作業療法室 

10月 24日（木）10時～11時（11時～役員会）  

福祉センター地下研修室 

10月 31日（木）10時～11時半『成年後見制度②』 

福祉センター地下研修室     

 

 

もみじ映画鑑賞会 

『僕が生きてる、ふたつの世界』 

今回は残念ながら、サークル活動時間に字

幕付き上映がありませんでした。ろう協の

みなさま、申し訳ありません。字幕付きは

１６:２０上映です。 

 

９月２６日（木） 

ＭＯＶＩＸ昭島 ９：３０現地集合 
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令和６年７月２５日（木）、福祉センター２階学習集会室にて、福生市役

所出前
で ま え

講座
こ う ざ

を開催しました。 

講師の福生市防災
ぼ う さ い

危機
き き

管理課
か ん り か

職員
しょくいん

による丁寧
て い ね い

な説明をうかがい、とても

よくわかったと好評
こうひょう

でした。 

 

 

出前講座の感想 

マイタイムラインを作成するというと少し

面倒くさい気がしていましたが、シールを貼

るだけでよく、楽しみながらできるように工

夫がされていて感心しました。 

最後に職員の方が、ろう者に対して初めて

講座をしたことで、「こちらも勉強になりまし

た」とおしゃっていたことが、印象に残りまし

た。 

 

 実際に災害に向けてどう準備して動いてと

聞くだけでなくて作成しながらだったので、楽

しく学べました。 

ろう者の震災体験を職員の皆さんが親身に

聞いてくださって、聞こえない方の生の声を聞

いて貰えたことも良かったと思いました。 

有り難うございました。 

 

 

 
これからも、定期的に出前講座を開催する予

定です。ご希望の講座がありましたらお知らせ

ください。(役員会) 

出前講座開催報告 

「マイタイムラインを作成しよう」 
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昨年の第 34 回手話通訳技能認定試験に、合格をした。 
平均合格率 10%前後。超難問の士試験合格を、目標に掲げていたので嬉

しく思う。 

聞こえない方々からも「スタートラインに立ちましたね。あなたの努力。
倫理綱領を基に、更なる活躍を。応援しているよ。頑張る姿に涙。」などの

温かいお声を、沢山頂いた。 

又、今でも手話通訳士名簿を見て、おめでとう!メールが届き、ありがた

い。ライングループに、アップして下さる方々へも感謝である。 

故米内山氏の「中途半端な手話通訳者はいらない。」の言葉を胸に、精進

したい。（片岡 伸美） 
 

夫方の親戚一同下戸なのが不思議でネットを検索していたら、面白い論

文を見つけた。 
人類は元々皆が酒に強かったが、稲作が始まった時期に、突然変異で弱

い人々が中国大陸に現れた。酒を飲むと体内に発生する毒素を分解できず

長く体に止まることで、体に侵入した病原体が活動しにくくなり、マラリ
アなど稲作由来の病気に負けず、生き残ってきた進化なのだそうだ。飲む

と顔が赤くなるのはこのタイプで日本人の 44%を占める。私も赤くなる。

白人や黒人は赤くならないというから驚いた。 
興味のある方は ALDH2 と検索してみて。（A） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『会員より』拡大版 

 

もみじ 

秋の交流会のお知らせ 

『井の頭文化園』で 

秋を楽しみましょう！ 

期日：１１月２１日（木） 

詳細は後日お知らせします 

お楽しみに！ 

 


